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ヒューズ、エグルストン、ブルースに見る豪ナショナリズムと帝国主義

ヒ
ュ
ー
ズ
、
エ
グ
ル
ス
ト
ン
、
ブ
ル
ー
ス
に
見
る	

	
　

豪
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
帝
国
主
義

―
―
戦
間
期
英
・
豪
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
想
・
政
策
の
起
源
と
進
展
―
―

岡　
　

本　
　

哲　
　

明

は
じ
め
に

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
戦
後
帝
国
共
通
外
交
政
策
構
想

カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
の
戦
後
帝
国
関
係
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
共
通
防
衛
外
交
政
策
構
想
と
の
乖
離

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
利
益
共
同
体
」
観

ジ
ェ
リ
コ
ー
報
告
書
に
基
づ
く
ヒ
ュ
ー
ズ
の
太
平
洋
艦
隊
構
想

イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
想

ヒ
ュ
ー
ズ
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
想

チ
ャ
ナ
ク
危
機
か
ら
一
九
二
三
年
の
帝
国
会
議
へ

ブ
ル
ー
ス
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
改
革
構
想

ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
豪
連
絡
事
務
官
制
度

帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
限
界
と
そ
の
後
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は
じ
め
に

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
英
帝
国
と
の
関
係
に
お
け
る
様
々
な
思
想
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム（1
（

を
、
例
え
ば
「
帝
国
主
義
者
」
と
「
反
帝
国

主
義
者
」、
あ
る
い
は
「
帝
国
主
義
者
」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
と
い
っ
た
表
現
で
描
く
際
に
は
特
別
な
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。

ヒ
ュ
ー
ズ
、
エ
グ
ル
ス
ト
ン
、
ブ
ル
ー
ス
、
レ
イ
サ
ム
等
の
保
守
で
あ
れ
、
革
新
で
あ
れ
「
帝
国
主
義
者
」
と
言
わ
れ
て
き
た
指
導

者
た
ち
は
同
時
に
強
烈
な
「
反
帝
国
主
義
者
」、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
家
Ｅ
・
Ｍ
・
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
が
、
英
帝
国
内
諸
国
の
新
し
い
関
係
を
規
定
し
た
一
九
三
一
年
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
を
批
判
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
党
の
レ
イ
サ
ム
党
首
の
コ
メ
ン
ト
を
評
し
て
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
党
の
レ
イ
サ
ム
は
、
カ
ナ
ダ
の
基
準
で
言
え
ば
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
と
は
程
遠
く
、
む
し
ろ
保
守
的
帝
国
主
義
者
で
あ
る
」、
と
述
べ
て
い
る（2
（

が
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？　

戦
争
と
平

和
の
関
係
で
言
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
ま
で
は
、
平
和
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
、
戦
争
時
に
は
帝
国
主
義
者
と
な
る
構
図
が

支
配
的
で
あ
っ
た
。
一
八
八
五
年
の
ス
ー
ダ
ン
遠
征
、
一
九
〇
二
年
に
終
結
し
た
ボ
ー
ア
戦
争
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍

の
派
兵
に
つ
い
て
国
家
を
二
分
す
る
よ
う
な
世
論
の
分
裂
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ス
ー
ダ
ン
で
の
ゴ
ー
ド
ン
将
軍
の
戦
死
の
報
は
、

電
信
に
よ
り
た
だ
ち
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
時
に
一
九
世
紀
後
半
の
電
信
の
発
達
に
よ
る
帝
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
迅
速
化
に
よ
り
「
帝
国
の
一
体
化
」（unity	of	Em

pire

（、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
性
が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に

こ
の
時
期
に
は
、「
イ
ギ
リ
ス
へ
の
精
神
的
愛
着
と
同
時
に
新
た
な
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
感
覚
が
生
じ
始
め
て
い
た
」
の
で

あ
る
。
し
か
し
新
た
な
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
感
覚
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
精
神
的
愛
着
を
未
だ
に
揺
る
が
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た（（
（

。

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
時
期
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
「
利
益
共
同
体
」
の
乖
離
は
顕
在
化
し
な

か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
二
国
標
準
主
義
は
維
持
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
政
学
的
立
場
も
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
の

唱
え
る
一
八
七
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ド
イ
ツ
、
一
八
八
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
と
ニ
ュ
ー
へ
ブ
リ
デ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
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の
脅
威
を
除
け
ば
、
い
ま
だ
安
泰
と
言
え
た
。

　

第
一
次
大
戦
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
っ
た

帝
国
内
の
自
治
領
諸
国
の
戦
争
協
力
を
取
り
付
け
、
戦
争
に
勝
利
し
た
。
し
か
し
戦
争
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
、
財
政
は
破
綻
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
力
が
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
相
対
的
低
下
を
経
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
に
お
い
て
イ
ギ
リ

ス
は
自
身
の
財
政
力
、
軍
事
力
の
低
下
を
補
い
、
ひ
い
て
は
自
治
領
諸
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
や
「
利
益
共
同
体
」
の
乖
離
に
伴

う
「
帝
国
内
外
交
自
治
権
」
の
要
求
に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
対
応
と
し
て
戦
後
最
初
の
帝
国
内
諸
国
の
「
戦
時
帝
国

会
議
・
内
閣
」
を
手
本
と
し
た
会
議
に
お
い
て
戦
後
の
帝
国
憲
法
関
係
を
調
整
す
る
特
別
な
会
合
を
開
く
こ
と
を
戦
中
か
ら
イ
ギ
リ

ス
は
約
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
は
、「
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
」
を
遂
行
す
る
機
関
と
し
て
、
こ
の
「
戦
時
帝

国
会
議
・
内
閣
」
を
手
本
と
し
た
会
議
を
よ
り
頻
繁
に
開
催
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
目
論
み
は

戦
後
に
お
け
る
帝
国
内
諸
国
の
国
益
の
乖
離
が
支
障
と
な
り
、
当
初
か
ら
困
難
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

日
英
同
盟
更
新
問
題
が
こ
の
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
実
効
性
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
戦
後

の
帝
国
内
諸
国
の
国
益
の
乖
離
を
重
大
視
し
て
い
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
戦
後
最
初
の
一
九
二
一
年
の
帝
国
会
議
で
の
日
英
同
盟

更
新
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ
ナ
ダ
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
間
の
「
利
益
共
同
体
」
の
相
違
が
後
戻
り
で
き

な
い
ほ
ど
に
乖
離
し
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
そ
の
た
め
当
会
議
で
更
新
か
廃
棄
か
の
結
論
を
出
せ
ず
、
そ
の
決
定
権

を
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
持
ち
去
ら
れ
る
格
好
で
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
の
同
盟
の
廃
棄
が
決
定
さ
れ
る
。

　

第
一
次
大
戦
中
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
構
想
さ
れ
た
戦
後
の
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
は
帝
国
の
最
も
緊
急
で
肝
要
な
問
題
を
め
ぐ

り
そ
の
実
効
性
が
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
当
共
通
政
策
に
よ
っ
て
帝
国
内
自
治
領
の
発
言
権
を
伸
ば
す
と
同
時
に
、
帝

国
政
策
の
最
も
肝
要
な
す
べ
て
の
側
面
に
関
し
議
論
を
尽
く
し
、
帝
国
の
一
層
の
一
体
化
と
活
力
を
も
伸
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
論
ん

だ
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
内
諸
国
の
国
益
の
乖
離
の
顕
在
化
は
イ
ギ
リ
ス
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ
り
一
層
緊
密
な
帝
国
内
協
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議
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
指
導
者
の
中
で
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
＝
モ
リ
ス
＝
ヒ
ュ
ー
ズ
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
＝
エ
グ
ル
ス
ト
ン
、
ス
タ
ン
レ
ー
＝
メ
ル
ボ
ル
ン
＝
ブ
ル
ー
ス
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
二
国

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
深
化
と
そ
れ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
決
定
中
枢
部
へ
の
参
画
を
模
索
し
、
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス

の
帝
国
防
衛
外
交
政
策
遂
行
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
益
を
伸
長
さ
せ
る
こ
と
を
企
て
た
「
帝
国
主
義
者
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
思
惑
に
よ
る
帝
国
の
遠
心
化
に
危
機
を
抱
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
と
も
に
帝
国
内
の
防
衛
外
交
政
策
の
統
一
を
少
な
く
と
も
当
面
イ
ギ
リ
ス
と
の
二
国
間
レ
ベ
ル
で
実

現
す
る
現
実
的
目
標
を
目
指
し
た
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
太
平
洋
で
の
日
本
の
脅
威
の
増
す
状
況
下
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

国
益
と
生
存
を
賭
け
た
実
利
的

0

0

0

構
想
・
政
策
で
あ
っ
た（4
（

。
本
稿
の
目
的
は
、
諸
研
究
、
資
料
を
基
に
そ
の
軌
跡
を
辿
り
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
目
指
し
た
戦
間
期
の
帝
国
内
協
議
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
特
徴
と
そ
の
実
効
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
あ
る
。

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
戦
後
帝
国
共
通
外
交
政
策
構
想

　

一
九
一
七
年
の
戦
時
英
帝
国
会
議
で
の
第
九
決
議
は
、
自
治
領
の
定
義
を
、「
国
際
関
係
の
完
全
な
管
轄
権
を
持
ち
、
ま
た
継
続

的
協
議
の
効
果
的
取
り
決
め
を
通
し
て
、
外
交
政
策
お
よ
び
外
交
関
係
に
お
け
る
十
分
な
発
言
権
に
対
す
る
権
利
を
保
持
す
る
英
帝

国
・
連
邦（5
（

の
自
治
諸
国
家
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
同
決
議
は
戦
後
の
英
帝
国
憲
法
の
再
調
整
を
行
う
会
議
の
開
催
を
提
唱
し
た（6
（

。
こ

の
会
議
で
英
首
相
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
戦
時
内
閣
が
帝
国
戦
時
内
閣
と
し
て
絶
大
な
成
果
を
上
げ

た
こ
と
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
参
加
し
た
自
治
領
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
胞
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
持
つ
全
て
の
情
報
を
共
有

し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
と
同
等
の
地
位
を
享
受
し
た
、
と
述
べ
そ
の
成
果
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
帝

国
政
策
の
最
も
肝
要
な
す
べ
て
の
側
面
に
関
し
議
論
を
尽
く
し
、
帝
国
の
一
層
の
一
体
化
と
活
力
を
も
っ
て
戦
争
を
遂
行
し
て
い
る



451

ヒューズ、エグルストン、ブルースに見る豪ナショナリズムと帝国主義

こ
と
に
関
し
、
さ
ら
に
来
る
べ
く
和
平
交
渉
に
関
し
て
も
、
こ
の
戦
時
内
閣
が
最
も
高
い
価
値
を
示
す
で
あ
ろ
う
と
称
賛
し
た
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
戦
後
に
お
い
て
も
こ
の
戦
時
帝
国
内
閣
に
匹
敵
す
る
会
合
を
、
緊
急
な
帝
国
問
題
を
解
決
す
る
目
的
で
、
毎
年
も
し
く
は

そ
の
合
間
に
開
く
こ
と
を
、
英
首
相
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
代
表
と
し
て
提
案
を
し
た
。
こ
の
内
閣
は
、
具
体
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
首
相

と
そ
の
帝
国
政
策
を
司
る
同
僚
、
お
よ
び
各
自
治
領
の
首
相
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
本
内
閣
が
共
通

外
交
政
策
と
各
帝
国
構
成
国
の
自
治
と
の
並
立
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
各
自
治
領
は
各
々
の
議
会
に

対
し
て
の
み
責
任
を
負
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
内
閣
で
の
決
議
を
実
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
帝
国
政
策
上
最
も
重
要
な
す

べ
て
の
側
面
に
つ
い
て
各
国
が
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
想
定
し
た
。
帝
国
・
連
邦
の
自
治
権
を
有
す
る
国
々

が
帝
国
外
交
政
策
に
つ
い
て
継
続
的
協
議
を
行
う
機
構
を
制
度
化
す
る
問
題
は
、
戦
後
の
帝
国
憲
法
関
係
を
調
整
す
る
特
別
な
会
議

に
委
ね
る
旨
も
表
明
し
た（7
（

。
さ
ら
に
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
こ
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
構
想
は
帝
国
の
構
成
国
の
地
位
を
静

的
に
規
定
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、「
帝
国
内
諸
国
の
共
通
帝
国
外
交
政
策
を
基
盤
と
し
た
帝
国
外
交
の
一
体
化
に
よ
っ

て
、
機
能
的
な

0

0

0

0

（
傍
点
筆
者
（
共
通
理
解
の
手
法
を
用
い
憲
政
の
発
展
を
推
し
進
め
る
」、
と
い
う
動
的
な
成
果
を
念
頭
に
置
い
た

こ
と
で
あ
っ
た
。

カ
ナ
ダ
、南
ア
フ
リ
カ
の
戦
後
帝
国
関
係
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
共
通
防
衛
外
交
政
策
構
想
と
の
乖
離

　

カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
は
こ
の
第
九
決
議
を
歓
迎
し
、
戦
後
の
最
初
の
「
英
帝
国
内
閣
・
会
議
」
に
お
い
て
自
治
領
の
地
位
の
拡

大
を
明
文
化
す
る
帝
国
憲
法
の
改
正
を
希
望
し
て
い
た
。
帝
国
内
諸
国
間
の
「
文
化
共
同
体
」
と
「
利
益
共
同
体
」（8
（

の
乖
離
の
拡
大

と
帝
国
の
遠
心
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
の
認
識
が
両
自
治
領
に
「
自
治
領
の
自
治
」
を
必
要
不
可
欠
と
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認
識
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
指
導
層
は
こ
の
構
想
に
お
い
て
、「
自
治
領
の
自
治
」
に
重
点
を
置
か
ず
「
イ
ギ

リ
ス
の
世
界
共
同
体
」
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
た
。
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
が
、
戦
中
の
自
治
領
の
戦
争
協
力
と
そ
の
功
績
を
基

盤
に
、
自
治
領
の
憲
政
上
の
地
位
を
「
静
的
」
に
規
定
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
英
帝
国
憲
政
の
再
調

整
は
、
帝
国
関
係
が
戦
前
、
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
自
治
領
に
対
す
る
片
務
的
戦
略
的
保
護
供
与
の
関
係
か
ら
、
政
治
的
相
互
同

盟
関
係（9
（

へ
と
変
貌
す
る
た
め
の
「
動
的
」
調
整
と
み
な
し
て
い
た
。
こ
の
構
想
は
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
指
導
者
層
が
抱
い
て
い
た
帝
国

諸
国
間
の
国
益
の
乖
離
に
対
す
る
楽
観
論
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
植
民
地
省
の
「
外
交
に
お
け
る
帝
国
共
通
外
交
政
策
」
と

題
す
る
覚
書
の
中
で
執
筆
者
た
ち
は
、

　

大
戦
の
結
果
や
国
際
連
盟
で
の
自
治
領
の
個
別
代
表
権
や
、
カ
ナ
ダ
の
独
自
の
ア
メ
リ
カ
外
交
使
節（

（（
（

の
設
置
権
の
獲
得
を
経
て
も
な
お
英

連
邦
の
構
成
国
間
の
利
益
共
同
体
に
お
け
る
共
通
国
益
は
な
ん
ら
減
少
し
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
対
す
る
政
策
、
さ
ら
に
太
平
洋

問
題
、
中
東
問
題
に
対
す
る
将
来
の
政
策
に
お
い
て
は
、
対
ド
イ
ツ
政
策
と
比
較
し
て
も
（
帝
国
内
諸
国
間
の
（
足
並
み
の
乱
れ
は
よ
り
少

な
い
で
あ
ろ
う
。（
括
弧
内
補
記
筆
者
（

と
し
て
、
戦
後
に
お
い
て
は
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
追
求
が
よ
り
容
易
に
な
る
と
い
う
楽
観
的
予
想
を
下
し
て
い
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
利
益
共
同
体
」
観

　

一
方
、
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
と
は
一
線
を
画
し
た
帝
国
関
係
構
想
を
抱
い
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
第
一
次
大
戦
中
か
ら
帝

国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
堅
持
と
、
帝
国
太
平
洋
艦
隊
の
創
設
に
よ
る
自
国
の
安
全
保
障
と
白
豪
主
義
の
堅
持
に
関
し
て
、
オ
ー
ス
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ト
ラ
リ
ア
の
国
益
に
か
な
っ
た
同
政
策
の
機
能
的
実
効
性
の
担
保
を
追
求
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
一
四
年
三
月
に
北
海
で
イ
ギ
リ

ス
海
軍
に
対
し
ド
イ
ツ
の
海
軍
の
脅
威
が
迫
っ
た
際
に
、
英
海
軍
大
臣
チ
ャ
ー
チ
ル
が
下
院
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
太
平
洋
の

安
全
保
障
の
問
題
に
関
し
て
、

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
安
全
保
障
は
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
力
と
そ
の
海
軍
力
に
基
づ
い
た
同
盟
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
破
壊
さ
れ
な
い
限
り
、
い
か
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
、
侵
略

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
同
じ
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
日
本
か
ら
の
い
か
な
る

脅
威
か
ら
も
防
衛
す
る
の
で
あ
る
。

	

と
述
べ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
自
身
の
主
力
艦
で
北
海
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
優
位
の
維
持
に
貢
献
す

べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
演
説（（（
（

を
批
判
し
て
、
豪
首
相
ジ
ョ
セ
フ
＝
ク
ッ
ク
は
一
九
一
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
協
会
で
行
っ

た
演
説
で
、

　

イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
で
は
な
く
日
英
同
盟
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
防
衛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
チ
ャ
ー
チ
ル
の
認
識
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
と
の
友
好
な
関
係
を
常
に
望
み
、
ま
た
同
盟
が
現
状
の
ま
ま
継
続

さ
れ
る
こ
と
も
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
太
平
洋
の
平
和
を
同
盟
に
の
み
頼
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
て
も
、
重
大
な
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
国
民
の
移
民
を
排
斥
し
て
い
る
国
と
同
盟
関
係
に
あ
る
。
白
豪
主
義
は
我
が
国
の
国
是
で
あ
り
、
い
か
な
る
犠
牲
を

払
っ
て
も
守
り
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。
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と
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
政
策
指
導
者
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
益
を
無
視
し
た
発
言
を
行
っ
た
こ
と
へ
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
全
自
治
領

に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
「
帝
国
太
平
洋
艦
隊
」
の
創
設（（（
（

に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
行
動
を
予
測
で
き
な
い
日
本
か
ら
、
国
是
で
あ
る
白

豪
主
義
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
領
土
と
国
民
を
防
衛
で
き
る
と
反
論
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
円
卓
会
議
の
メ
ル
ボ
ル
ン
グ
ル
ー
プ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
帝
国
主
義
者
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
＝
エ
グ
ル
ス
ト
ン
は
同
時

に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
こ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発
言
に
対
し
以
下
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

　

我
々
は
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
の
態
度
を
決
定
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
平
均
的
主
権
者
に
と
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
固
有
の
危
機
は
何
ら
現
実
味
や
意

味
を
持
た
な
い
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
太
平
洋
を
無
視
し
、
そ
れ
を
日
本
に
任
せ
て
し
ま
う
政
策
は
真
に
帝
国
の
政
策
と
は
言
え
な

い
（
（（
（

。

　

帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
を
信
頼
し
、
そ
の
実
行
に
期
待
を
寄
せ
る
帝
国
主
義
者
で
あ
っ
た
が
、
エ
グ
ル
ス
ト
ン
は
帝
国
内
で
の

帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
推
進
者
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
利
益
共
同
体
」
観
を
誤
認
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
痛
切
な
批
判
を
浴
び
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
帝
国
太
平
洋
艦
隊
」
に

よ
る
国
土
防
衛
構
想
の
起
源
と
そ
れ
に
基
づ
く
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
構
想
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？

ジ
ェ
リ
コ
ー
報
告
書
に
基
づ
く
ヒ
ュ
ー
ズ
の
太
平
洋
艦
隊
構
想

　

一
九
一
九
年
の
ジ
ェ
リ
コ
ー
英
海
軍
元
帥
は
自
治
領
諸
国
視
察
の
一
環
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
、
同
年
に
報
告
書
を

提
出
す
る
。
そ
の
中
で
元
帥
は
ま
ず
太
平
洋
に
お
い
て
帝
国
に
永
続
的
損
害
を
与
え
る
国
は
日
本
の
み
で
あ
る
と
の
想
定
を
行
っ
た
。
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そ
の
上
で
ジ
ェ
リ
コ
ー
は
、
日
英
同
盟
に
全
面
的
信
頼
を
置
き
、
な
ん
ら
海
軍
力
に
よ
る
防
衛
を
模
索
し
な
い
の
は
ま
っ
た
く
得
策

で
は
な
い
と
警
告
し
た
。
そ
し
て
東
方
海
域
（
太
平
洋
（
に
帝
国
の
強
力
な
主
力
艦
隊
を
常
駐
さ
せ
、
日
本
の
海
軍
力
が
増
す
に
合

わ
せ
て
徐
々
に
強
化
す
る
必
要
性
を
結
論
づ
け
た
。

　

そ
し
て
帝
国
に
お
け
る
「
文
化
共
同
体
」
と
「
利
益
共
同
体
」
の
乖
離
を
認
識
し
つ
つ
、「
血
と
文
化
の
つ
な
が
り
は
利
益
共
同

体
の
共
通
利
益
の
乖
離
の
拡
大
を
克
服
す
る
」、
と
喝
破
し
て
戦
後
に
お
け
る
両
共
同
体
の
並
立
を
模
索
し
た
の
が
豪
首
相
ヒ
ュ
ー

ズ
で
あ
っ
た
。
帝
国
構
成
各
国
の
国
益
を
追
求
し
つ
つ
、
同
時
に
帝
国
防
衛
外
交
政
策
の
統
一
を
維
持
す
る
た
め
に
は
各
構
成
国
の

利
益
を
帝
国
全
体
の
そ
れ
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
厭
わ
な
い
精
神
の
重
要
性
を
ヒ
ュ
ー
ズ
は
強
調
し
た
。

　

動
的
で
機
能
的
な
成
果
を
念
頭
に
置
い
た
点
で
ヒ
ュ
ー
ズ
の
政
策
構
想
は
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
た
。
植
民

地
相
ミ
ル
ナ
ー
に
宛
て
た
一
九
二
〇
年
の
至
急
便
で
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
英
帝
国
内
閣
構
想
で
、「
実
際
的
で
緊
要
な
」

問
題
を
、
現
行
の
制
度
の
下
に
討
議
し
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を
唱
道
し
た（（（
（

。
こ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
円

卓
会
議（（（
（

の
創
始
者
か
つ
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
植
民
地
相
ミ
ル
ナ
ー
は
、「
外
交
政
策
に
お
け
る
共
通
帝
国
政
策
に
到
達
す
る
実
際

的
な
遂
行
方
法
」
の
考
案
を
帝
国
内
諸
国
の
首
相
は
努
力
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
旨
を
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
に
具
申
し
た
。
こ
こ
で

ミ
ル
ナ
ー
は
、「
血
と
文
化
の
絆
は
多
様
な
国
益
の
差
を
克
服
す
る
」
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ズ
と
同
様
の
表
現
を
使
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ

こ
に
流
れ
て
い
た
考
え
は
、
国
際
連
盟
で
の
自
治
領
の
個
別
代
表
権
や
、
カ
ナ
ダ
の
独
自
の
ア
メ
リ
カ
外
交
使
節
の
設
置
権
の
獲
得

を
経
て
も
な
お
、
英
連
邦
の
構
成
国
間
の
「
利
益
共
同
体
」
に
お
け
る
共
通
国
益
は
な
ん
ら
減
少
し
て
い
な
い
、
と
の
「
利
益
共
同

体
」
に
関
す
る
植
民
地
省
の
誤
解
や
、
前
述
の
植
民
地
省
や
チ
ャ
ー
チ
ル
の
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
楽
観
論
と
共
通
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
ヒ
ュ
ー
ズ
の
思
想
は
帝
国
主
義
者
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
指
導
者
層
が
抱
い
て
い
た
帝
国
諸
国
間
の
国
益
の
乖
離
に
対
す
る
楽

観
論
は
共
有
す
る
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
そ
の
構
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
世
界
戦
略
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の
中
心
と
み
な
す
戦
前
戦
中
の
考
え
で
は
な
く
、
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
置
か
れ
た
地
政
学
的
立
場
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
帝
国
主
義
的
か
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
思
想
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
交
指
導
層
、
知
識
人
層
の
多
く
が
共
有
す
る

も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

ジ
ェ
リ
コ
ー
報
告
書
、
計
画
に
盛
ら
れ
た
帝
国
太
平
洋
艦
隊
の
創
設
と
太
平
洋
に
お
け
る
帝
国
の
権
益
防
衛
の
構
想
は
、
ま
さ
に

ヒ
ュ
ー
ズ
に
と
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
是
、
国
益
防
衛
の
神
器
と
も
い
え
る
構
想
で
あ
り
、
こ
の
構
想
実
現
を
め
ざ
し
、
日
英

同
盟
更
新
を
手
段
と
し
て
、
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
機
能
的
側
面
を
重
視
し
、
も
っ
て
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
太
平
洋
に

お
け
る
遂
行
を
目
論
ん
だ
。
そ
の
舞
台
は
一
九
二
一
年
の
帝
国
会
議
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
エ
グ
ル
ス
ト
ン
は
一
九
一
七
年
に
帝
国
主
義
者
の
知
的
論
客
と
し
て
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
立
場
」
を
披
歴
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
一
九
一
六
、
一
七
年
の
徴
兵
制
国
民
投
票
の
敗
北
は
帝
国
の
統
一
の
大
義
に
と
っ
て
道
徳
的
敗
北
に
等
し
い
と
述
べ
た
。

こ
れ
は
帝
国
の
戦
争
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
貢
献
し
、
よ
っ
て
帝
国
の
防
衛
外
交
政
策
の
統
一
の
保
全
に
貢
献
し
、
そ
の
上
で
帝
国

共
通
防
衛
外
交
政
策
の
実
行
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
太
平
洋
政
策
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
益
に
か
な
っ
た
方
向
で
遂
行
す
べ
き
、

と
の
信
念
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
そ
れ
は
エ
グ
ル
ス
ト
ン
の
帝
国
主
義
者
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
し
て
の
個
性
を
表
し
、
同
時
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
防
衛
外
交
政
策
思
想
の
象
徴
的
言
説
で
あ
っ
た（（（
（

。
帝
国
主
義
者
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
思
想
を
そ
の
言
説
で
包

摂
す
る
エ
グ
ル
ス
ト
ン
は
一
九
二
三
年
の
帝
国
会
議
を
控
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
自
の
在
外
公
館
は
そ
の
コ
ス
ト
面
か
ら
不
可
能

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
務
省
の
設
立
を
見
送
り
、
替
わ
っ
て
閣
僚
級
も
し
く
は
専
門
家
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
イ
ギ
リ
ス

外
務
省
に
送
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
提
案
を
初
め
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
の
一
環
と
し
て
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
双
方
の
発
案
で
、
一
九
二
四
年
に
Ｒ
・
Ｇ
・
ケ
ー
シ
ー
を
ロ
ン
ド
ン
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
絡
事
務
官

と
し
て
駐
在
さ
せ
る
先
駆
け
と
な
る
構
想
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
交
政
策
の
最
高
責
任
者
の
立
場
に
あ
っ
た
首
相
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
こ
う
し
た
指
導
者
・
知
識
人
層
の
構
想
を
実
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行
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
に
総
理
府
太
平
洋
局
を
廃
止
し（（（
（

そ
の
後
一
九
三
五
年
に
外
務
省
を
再
設
置
し
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、

太
平
洋
地
域
に
関
す
る
「
外
務
省
」
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
太
平
洋
局
を
廃
止
す
る
こ
と
で
首
相
に
よ
る
外
交
の
寡
占
を
目
指
し

た
。
こ
れ
は
エ
グ
ル
ス
ト
ン
の
言
説
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
指
導
層
の
本
格
的
外
務
省
制
度
創
設
の
意
志
の
欠
如
を
露
呈
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
そ
の
遂
行
を
委
任
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
自
の
外

交
制
度
面
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
を
重
視
す
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
指
導
力
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、
や
は
り
帝
国
主
義
者
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
想

　

英
帝
国
に
と
っ
て
の
現
行
の
制
度
の
下
で
の
「
実
際
的
で
緊
要
な
」
問
題
は
第
一
に
日
英
同
盟
問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
年
に

締
結
さ
れ
一
九
〇
五
年
に
更
新
さ
れ
た
こ
の
同
盟
は
、
一
九
二
一
年
に
戦
後
初
め
て
開
か
れ
た
帝
国
会
議
に
お
い
て
そ
の
更
新
、
廃

棄
が
討
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
、
日
本
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
力
の
相
対
的
低
下
、

国
家
財
政
の
逼
迫
と
戦
後
の
世
界
的
軍
縮
の
気
運
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
防
衛
に
そ
の
力

を
集
中
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
依
然
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
そ
の
防
衛
を
全
面
的
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
立
場
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
同
盟
問
題
は
ま
さ
に
「
実
際
的
で
緊
要
な
」
問
題
で
あ
り
、
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
替
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
力
を
そ
の
防
衛
の
頼
み
と
す
る
こ

と
が
最
上
の
策
と
は
理
解
し
て
い
た
が
、
米
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
戦
後
講
和
構
想
の
理
念
と
米
国
民
の
孤
立
政
策
の
支
持
の
傾
向

か
ら
判
断
し
て
、
そ
れ
は
不
可
能
な
こ
と
と
結
論
づ
け
て
い
た
。
一
九
二
一
年
の
帝
国
会
議
で
は
、
第
三
国
条
項
を
も
っ
て
し
て
も

日
英
同
盟
の
存
在
そ
の
も
の
に
不
快
感
を
持
つ
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を
察
し
、
同
盟
の
更
新
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
カ
ナ
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ダ
を
相
手
に
、
太
平
洋
に
お
け
る
帝
国
防
衛
体
制
の
整
備
が
整
う
ま
で
の
次
善
の
対
策
と
し
て
の
同
盟
更
新
を
ヒ
ュ
ー
ズ
は
強
硬
に

主
張
す
る
。
そ
れ
は
帝
国
太
平
洋
艦
隊
の
創
設
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
軍
基
地
政
策
の
遂
行
を
前
提
と
し
た

「
時
間
稼
ぎ
」
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ
ナ
ダ
の
意
見
の
対
立
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
立
ち
位
置
の
模

索
で
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
そ
の
決
定
を
ゆ
だ
ね
る
形
で
「
利
益
共
同
体
」
と
し
て
の

帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
乱
れ
を
目
撃
し
、
そ
の
瓦
解
を
防
ぐ
こ
と
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
主
導
で
開
か
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
結
果
、
同
盟
の
廃
棄
が
決
定
さ
れ
（
一
九
二
二
年
に
廃
棄
（
そ
の
後
継
と

し
て
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
間
の
四
か
国
条
約
で
太
平
洋
の
諸
領
土
お
よ
び
軍
備
の
現
状
維
持
と
権
益
の
相

互
尊
重
を
約
し
た
が
、
日
本
本
土
と
と
も
に
そ
の
軍
備
増
強
禁
止
の
枠
外
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
海
軍
基
地
を
建
設
し
、
有
事

に
イ
ギ
リ
ス
近
海
お
よ
び
地
中
海
に
配
備
さ
れ
た
主
力
艦
隊
を
基
地
に
派
遣
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
防
衛
す
る
、
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

は
、
具
体
的
で
は
あ
る
が
そ
の
実
現
は
多
く
の
方
面
で
疑
問
視
さ
れ
た
。
当
初
よ
り
世
界
帝
国
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
帝
国
の
い

か
な
る
部
分
に
お
い
て
も
帝
国
の
領
土
、
貿
易
、
海
上
交
通
を
守
る
準
備
が
あ
る
と
い
う
姿
勢
は
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
基
地
建

設
と
そ
こ
へ
の
主
力
艦
の
派
遣
と
い
う
構
想
は
そ
の
実
現
性
は
さ
て
お
き
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
帝
国
の
防
衛
意
思
の
表
明
と
い
う
帝

国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
の
意
味
合
い
に
、
よ
り
力
点
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
基
地
建

設
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
対
意
見
に
つ
い
て
も
、
日
本
か
ら
の
脅
威
そ
の
も
の
の
存
在
は
否
定
す
る
が
、
基
地
が
逆
に
日
本
の
脅
威

を
誘
発
す
る
と
い
う
意
味
で
の
反
対
意
見
も
広
汎
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
日
本
の
脅
威
よ
り
も
ド
イ
ツ
の
そ
れ
を
帝
国
の
最
大
脅
威

と
み
な
す
イ
ギ
リ
ス
、
と
り
わ
け
チ
ャ
ー
チ
ル
海
軍
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
英
保
守
党
指
導
者
層
と
、
日
本
の
脅
威
を
安
全
保
障
の

最
重
要
問
題
と
位
置
づ
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
指
導
者
層
と
の
間
の
「
利
益
共
同
体
」
上
の
乖
離
は
明
白
と
な
っ
て
い
た
。

　

ニ
ー
ド
パ
ス
が
言
う
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
の
八
月
一
二
日
の
ジ
ェ
リ
コ
ー
報
告
書
の
提
出
以
前
の
同
年
八
月
四
日
の
時
点
で
、

イ
ギ
リ
ス
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
理
想
的
な
基
地
と
み
な
し
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
主
要
艦
隊
の
派
遣
」
戦
略
を
決
意
し
、
同
時
に
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そ
の
結
果
発
生
す
る
艦
隊
派
遣
に
よ
る
救
援
に
至
る
ま
で
の
危
険
な
時
間
帯
を
す
で
に
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
日
本
か

ら
の
攻
撃
の
可
能
性
を
よ
り
少
な
い
も
の
と
し
、
基
地
を
「
帝
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
の
リ
ン
ク
」
と
す
る
必
要
性
を

よ
り
強
調
す
る
方
向
へ
と
政
策
転
換
を
す
る（（（
（

。
さ
ら
に
、「
先
般
の
戦
争
は
相
互
防
衛
の
連
盟
と
し
て
の
帝
国
の
役
割
を
強
調
す
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
相
互
防
衛
は
帝
国
海
軍
が
帝
国
の
散
在
し
た
領
土
を
リ
ン
ク
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
」
と
も

ニ
ー
ド
パ
ス
は
主
張
す
る（（（
（

。
こ
れ
は
、
ホ
ラ
ン
ド
が
、「
帝
国
関
係
が
戦
前
、
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
自
治
領
に
対
す
る
片
務
的

戦
略
的
保
護
供
与
の
関
係
か
ら
、
政
治
的
相
互
同
盟
関
係
へ
と
変
貌
し
た
」、
と
結
論
づ
け
た
点
と
も
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
基

地
政
策
の
推
進
の
根
拠
は
、
日
英
同
盟
の
終
焉
の
予
期
で
も
日
本
か
ら
の
攻
撃
の
可
能
性
で
も
な
く
、「
イ
ギ
リ
ス
は
大
き
な
海
洋

上
の
領
土
、
国
益
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
持
つ
海
域
に
お
い
て
自
身
の
海
軍
力
を
行
使
す
る
能
力
を
持
つ
べ
き
と
す
る
伝
統
的
な
海

軍
上
の
大
義
」
に
基
づ
い
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省
が
主
唱
し
た
と
ニ
ー
ド
パ
ス
は
結
論
づ
け
る（（（
（

。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
帝
国
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
維
持
と
を
不
可
分
の
構
想
目
標
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と

い
え
よ
う

ヒ
ュ
ー
ズ
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
想

　

こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
構
想
を
受
け
る
か
の
よ
う
に
、
戦
後
最
初
の
一
九
二
一
年
の
帝
国
会
議
に
お
い
て
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
植
民
地
省
の

準
備
し
た
、「
共
通
外
交
政
策
」、「
海
軍
政
策
」、「
日
英
同
盟
」、
そ
し
て
「
帝
国
憲
法
の
再
検
討
」
に
加
え
て
、「
帝
国
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
改
善
の
構
想
を
、
対
日
防
衛
の
た
め
の
太
平
洋
艦
隊
の
創
設
と
そ
の
基
盤
と
な
る
帝
国
海
軍
政
策
の
実
現
の
た

め
の
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
強
化
と
維
持
の
一
環
と
し
て
、
来
る
べ
く
戦
後
初
め
て
の
帝
国
会
議
の
議
題
の
五
本
目
の
柱
と
し

て
設
定
し
た（（（
（

。
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彼
は
イ
ギ
リ
ス
と
自
治
領
が
共
に
決
定
す
る
帝
国
防
衛
外
交
政
策
、
と
り
わ
け
太
平
洋
に
お
け
る
日
本
の
脅
威
に
対
す
る
確
か
な

盾
を
提
供
す
る
政
策
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
そ
し
て
そ
の
呼
称
が
「
帝
国
内
閣
」
で
あ
れ
「
帝
国
会
議
」
で
あ
れ
、
帝
国
構
成
国
の

首
相
の
、
よ
り
頻
繁
な
、
場
合
に
よ
っ
て
は
毎
年
の
会
議
の
開
催
を
も
っ
て
し
て
も
、
自
治
領
が
帝
国
外
交
の
決
定
に
継
続
的
発
言

権
を
有
す
る
こ
と
を
保
証
で
き
な
い
、
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
ロ
ン
ド
ン
と
メ
ル
ボ
ル
ン
（
当
時
の
豪
連
邦
首
都
（
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
を
そ
の
最
善
の
解
決
策
と
し
て
模
索
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。
日
英
同
盟
の
更
新
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
中

長
期
的
に
は
次
善
の
策
で
あ
り
時
間
稼
ぎ
の
策
で
あ
っ
た
。
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
充
実
こ
そ
が
、
帝
国
共
通
防

衛
外
交
政
策
の
機
能
的
働
き
を
強
化
し
帝
国
太
平
洋
艦
隊
を
実
現
し
、
延
い
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
防
衛
を
担
保
す
る
最
上
の
手

段
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
は
共
有
さ
れ
た
知
識
に
基
づ
き
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
共
通
防
衛
外
交
政

策
の
具
体
的
目
標
が
ジ
ェ
リ
コ
ー
報
告
書（（（
（

に
基
づ
く
太
平
洋
の
海
軍
力
に
よ
る
対
日
防
衛
で
あ
っ
た
。
こ
の
帝
国
の
総
力
を
挙
げ
て

の
イ
ギ
リ
ス
と
自
治
領
の
兵
力
か
ら
な
る
太
平
洋
艦
隊
へ
の
貢
献
度
は
、
帝
国
構
成
国
間
で
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な

ら
ば
太
平
洋
艦
隊
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
帝
国
構
成
国
が
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
ヒ
ュ
ー
ズ
の
主
張
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
先
ず
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
に
お
い
て
自
治
領
が
継
続
的
な
発
言
権
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
帝
国
内

首
相
間
の
よ
り
頻
繁
な
、
た
と
え
毎
年
の
開
催
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
十
分
な
帝
国
内
協
議
と
は
な
ら
な
い
、
と
彼
は
考
え
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
ロ
ン
ド
ン
と
メ
ル
ボ
ル
ン
間
の
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
が
目
下
の
最
善
の
方
策
で
あ
る
と
の

結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
防
衛
の
要
と
な
る
太
平
洋
艦
隊
構
想
は
一
九
二
一
年
の
ペ
ナ
ン
帝
国
東
ア
ジ
ア
提
督
会
議
で
討
議
さ
れ
た
。
英

海
軍
省
の
「
戦
争
覚
書
」
は
、
帝
国
と
日
本
と
の
戦
争
を
唯
一
の
想
定
す
べ
き
有
事
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
い
将
来
艦

隊
を
太
平
洋
に
常
駐
さ
せ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
同
会
議
は
日
本
か
ら
の
攻
撃
に
対
応
す
る
い
わ
ゆ
る
「
防
衛
期
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間
」
に
関
す
る
諮
問
事
項
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
基
地
に
お
け
る
太
平
洋
司
令
部
の
設
置
に
合
意
し
た
。
以
上
の
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
報
告
書
は
皮
肉
に
も
基
地
政
策
の
死
の
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
の
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
強
化
に
よ
る

太
平
洋
艦
隊
構
想
の
実
現
は
こ
こ
に
頓
挫
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
善
の
試
み
は
継
続
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

チ
ャ
ナ
ク
危
機
か
ら
一
九
二
三
年
の
帝
国
会
議
へ

　

自
治
領
に
と
っ
て
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
機
能
不
全
を
露
呈
し
た
の
は
一
九
二
二
年
の
チ
ャ
ナ
ク
危
機
で

あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
危
機
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
事
前
の
情
報
の
提
供
、
協
議
が
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
の
決
定
を
新
聞
報
道

に
よ
り
知
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
で
も
最
終
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
分
遣
隊
を
送
る
こ
と
を
申
し
出
る
。
そ
の
上
で
帝
国
主
義

者
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
帝
国
内
部
に
お
い
て
私
的
に

0

0

0

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
に
強
く
抗
議
す
る（（（
（

。
こ
の
事
件
は
緊
急
時
の
帝
国
共

通
防
衛
外
交
政
策
の
機
能
不
全
を
示
す
も
の
と
し
て
ヒ
ュ
ー
ズ
の
み
な
ら
ず
豪
指
導
層
に
そ
の
改
革
の
必
要
性
を
強
く
認
識
さ
せ
る

も
の
と
な
っ
た
。
英
政
府
に
お
い
て
は
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
、
ト
ル
コ
青
年
等
の
ケ
マ
ル
＝
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
軍
隊

が
ト
ル
コ
に
侵
入
し
よ
う
と
し
た
ギ
リ
シ
ャ
軍
を
押
し
戻
し
た
危
機
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
点
で
、
自
治
領
省
の
前
身
の
自
治
領
部

の
ス
タ
ッ
フ
が
介
入
で
き
な
い
よ
う
に
英
官
庁
街
の
勤
務
時
間
外
に
自
治
領
諸
国
に
軍
事
的
支
援
要
請
の
公
式
電
を
送
り
、
同
時
に

イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
社
に
リ
ー
ク
す
る
こ
と
で
自
治
領
の
首
相
が
決
断
を
下
す
時
点
で
自
治
領
の
メ
デ
ィ
ア
が
す
で
に
事
態
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
を
工
作
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
翌
年
に
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
と
帝
国
内
協
議
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
骨
子
を
策
定
し
た
一
九
二
三
年
の
帝
国
会
議
を
迎
え
る
。
こ
の
帝
国
会
議
で
は
帝
国
防
衛
と
地
域
防
衛
に
関
す
る
帝
国
構
成
国

の
責
務
設
定
が
重
要
な
議
題
と
な
り
、
帝
国
構
成
国
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
個
別
地
域
防
衛
責
任
の
明
確
化
が
宣
言
さ
れ
、
地
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域
防
衛
に
関
し
て
は
特
に
組
織
、
訓
練
、
制
服
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
等
の
統
一
化
を
念
頭
に
置
い
た
構
成
国
の
空
軍
力
の
整
備
が
謳
わ

れ
、
有
事
に
お
け
る
迅
速
か
つ
効
率
的
帝
国
内
協
力
が
目
指
さ
れ
た
。
同
時
に
包
括
的
帝
国
防
衛
に
関
し
て
は
帝
国
内
海
上
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
路
と
、
海
上
戦
略
通
商
路
の
防
衛
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
と
す
べ
て
の
自
治
領
が
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
定
め
た
。

と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
安
全
保
障
に
関
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
軍
基
地
と
そ
こ
へ
の
艦
隊
の
移
動
の

確
保
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て
地
域
防
衛
と
帝
国
防
衛
の
両
義
的
意
味
合
い
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
の
本
土
防
衛
の
た
め
の
空
軍
の
強
化

が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
意
味
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
防
衛
の
核
心
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
軍
基
地
建
設

と
そ
の
整
備
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
基
地
へ
の
艦
隊
の
移
動
の
確
保
、
艦
船
の
修
理
、
燃
料
補
給
に
関
す
る
条
項
が
定
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
宣
言
に
は
「
こ
れ
ら
の
宣
言
に
基
づ
い
て
取
ら
れ
る
行
動
の
性
格
と
そ
の
実
行
範
囲
は
各
構
成
国
の
政
府
の
諮
問
に
よ
っ
て
各

構
成
国
の
議
会
が
決
め
る
」、
と
い
う
主
旨
の
前
文
が
挿
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
域
防
衛
の
み
へ
の
貢
献
限
定
を
目
論
む
、
カ
ナ
ダ
、

南
ア
フ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
主
張
と
地
域
防
衛
と
帝
国
防
衛
は
連
動
し
て
お
り
地
域
防
衛
を
重
視
し
つ
つ
も
、
帝
国
防
衛
を
前

進
防
衛
と
位
置
づ
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
主
張
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
前
文
で
あ
っ
た
（
（（
（

。

ブ
ル
ー
ス
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
改
革
構
想

　

一
九
一
六
年
、
一
七
年
の
二
度
の
徴
兵
制
国
民
投
票
否
決
後
の
労
働
党
の
分
裂
を
契
機
と
す
る
政
界
再
編
の
波
の
中
で
、
首
相
の

座
を
去
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
後
を
一
九
二
三
年
に
継
い
だ
首
相
ブ
ル
ー
ス
が
こ
の
同
年
の
帝
国
会
議
に
出
席
す
る
の
で
あ
る
が
、

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
帝
国
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
防
衛
上
の
役
割
に
責
任
を
持
つ
な
ら
ば
、
帝
国
全
般
の
外
交
政
策
を
構
成
す
る
上
で
そ

れ
を
批
判
、
援
助
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
当
な
機
会
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（
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と
会
議
へ
の
出
席
に
際
し
て
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
の
改
革
に
対
す
る
強
い
決
意
を
表
明
す
る
一
方
、
一
九
二
四
年
の
豪
連
邦
議

会
へ
の
同
帝
国
会
議
後
の
報
告
に
お
い
て
は
、

　

あ
る
段
階
で
正
し
い
政
策
に
合
意
が
な
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
状
況
が
変
わ
り
異
な
っ
た
一
連
の
行
動
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
頻
繁
な
協
議
の
必
要
な
理
由
で
あ
る
。
英
首
相
が
す
べ
て
の
自
治
領
に
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
権
利
を
与
え
る
こ
と

で
協
議
の
慣
行
は
確
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
外
交
政
策
に
関
す
る
情
報
が
自
治
領
に
打
電
さ
れ
そ
れ
が
至
急
電
で
補
完
さ
れ
る
、
と
い
う
試

み
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
現
在
運
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
は
各
自
治
領

の
首
相
は
外
交
政
策
に
関
す
る
情
報
を
イ
ギ
リ
ス
の
閣
僚
と
同
じ
程
度
受
け
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
あ
る
問
題
を
取
り
巻
く
状
況
が
徐
々
に

変
化
す
る
際
困
難
が
生
じ
る
。
何
ら
か
の
変
化
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
お
そ
ら
く
英
外
相
の
み
が
気
づ
く
の
で
あ
る
。
彼
は
英
首
相

と
協
議
し
、
さ
ら
に
数
名
の
閣
僚
と
も
そ
う
す
る
で
あ
ろ
う
。
最
終
的
に
は
内
閣
が
討
議
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
内
閣
の
決

定
は
迅
速
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
治
領
と
協
議
す
る
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
現
在
の
協
議
方
法
に
は

弱
点
が
あ
る（

（（
（

。

と
、
チ
ャ
ナ
ク
危
機
で
示
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
へ
の
情
報
提
供
と
協
議
努
力
の
不
足
に
一
定
の
理
解
を
示
す
と
同
時
に
、
帝

国
内
協
議
の
制
度
改
革
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
と
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
制
度
の
改
革
に
傾
く
ブ
ル
ー
ス
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
と
は
別
の
意
味
で
帝
国
主

義
者
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
メ
ル
ボ
ル
ン
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
的
出
自
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス
の
視
点
か
ら
の
帝
国
観
が
強
い
と
評
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け

一
九
三
三
年
か
ら
四
五
年
の
間
、
駐
英
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
高
等
弁
務
官
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
内
部
の
一
員
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と
し
て
の
自
覚
か
ら
、
逆
に
イ
ギ
リ
ス
指
導
層
に
対
し
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
発
言
、
行
動
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
視
点
を
第
一
義
に
考

え
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
も
理
解
し
、
帝
国
の
中
心
と
周
辺
か
ら
の
複
眼
的
視
点
か
ら
の
帝
国
外
交
を
推
し
進
め
よ
う
と
奔
走
す

る
こ
と
に
な
る
。
ブ
ル
ー
ス
が
政
策
を
実
行
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
創
案
し
練
り
上
げ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
メ
ン
ジ
ー
ズ
と

い
っ
た
歴
代
豪
首
相
に
提
案
し
、
ほ
ぼ
そ
の
通
り
に
彼
ら
が
公
式
に
遂
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ブ
ル
ー
ス
が
い
わ

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
外
務
省
」
の
首
脳
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
も
同
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
ロ
ン
ド

ン
は
帝
国
の
中
心
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
外
交
の
中
心
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
一
九
四
一
年
一
二
月
の
間
の
ア
メ

リ
カ
の
参
戦
前
の
戦
時
に
は
軍
事
外
交
行
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ブ
ル
ー
ス
は
実
質
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
帝
国
の
視

点
か
ら
世
界
外
交
を
司
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る（（（
（

。

ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
豪
連
絡
事
務
官
制
度

　

帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
・
協
議
に
不
安
を
持
ち
、
そ
の
改
善
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
ブ
ル
ー
ス
は
、
前
述
の
一
九
二
三
年

の
帝
国
会
議
後
の
豪
連
邦
議
会
へ
の
報
告
で
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

帝
国
内
協
議
の
改
革
に
つ
い
て
の
提
案
の
一
つ
に
ロ
ン
ド
ン
駐
在
公
使
の
任
命
が
あ
る
。
…
…
困
難
な
こ
と
に
は
真
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
見
解
を
代
弁
で
き
う
る
器
の
公
使
は
本
国
か
ら
手
放
せ
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
困
難
な
こ
と
に
は
駐
在
公
使
が
見
解
を
表
明
す
れ
ば
そ
れ
は

政
府
を
代
表
し
て
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
、
後
に
い
か
な
る
抗
議
も
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
私
は
ロ
ン
ド
ン
駐
在
公
使
の
任
命
は

現
在
の
取
り
決
め
の
改
善
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
さ
ら
に
発
展
し
た
暁
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
外
交
政
策
を
取
り
扱
う

代
表
者
を
置
く
必
要
性
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
代
表
者
は
公
使
や
高
等
弁
務
官
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
大
使
と
し
て
行
動
す
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る
こ
と
に
な
ろ
う
。
…
…
私
は
ラ
ム
ゼ
イ
＝
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
と
取
り
決
め
を
定
め
た
。
そ
れ
は
英
外
務
省
に
勤
め
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

の
ア
レ
ッ
ク
ス
＝
リ
ー
パ
ー
氏
を
、
英
首
相
が
六
か
月
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
出
向
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
私
は
リ
ー
パ
ー

氏
の
存
在
が
我
々
の
総
理
府
外
務
局
の
最
善
の
基
礎
固
め
を
行
い
、
我
々
が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
問
題
に
お
い
て
多
大
な
助
け
と
な

る
と
考
え
る
。
ま
た
彼
の
存
在
は
、
英
外
務
省
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
益
々
入
省
す
る
何
ら
か
の
取
決
め
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
い
。

現
在
英
外
務
省
の
ス
タ
ッ
フ
の
内
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
三
人
の
み
で
あ
り
、
そ
の
数
を
増
や
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
英
外
務
省
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
見
解
を
示
す
に
際
し
大
い
に
助
力
と
な
る
ロ
ー
ズ
ス
コ
ラ
―
級
の
人
物
に
は
格
好
の
ポ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
ブ
ル
ー
ス
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
豪
英
間
の
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
革
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
理
府

外
務
局
の
改
革
に
つ
い
て
の
助
言
を
求
め
た
結
果
で
あ
っ
た
。
同
様
の
改
革
の
必
要
性
感
じ
て
い
た
英
首
相
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
＝
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
は
自
身
の
意
向
を
、
豪
総
督
ス
ト
ー
ン
ヘ
イ
ヴ
ン
卿
を
通
し
て
ブ
ル
ー
ス
に
伝
え
た（（（
（

。
豪
英
の
思
惑
が
一
致
し
、
そ
の
結

果
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
英
外
務
省
事
務
官
の
ア
レ
ッ
ク
ス
＝
リ
ー
パ
ー
が
一
九
二
四
年
に
、
英
外
務
省
と
豪
政
府
と
の
連
絡

関
係
改
善
に
関
し
て
提
言
を
行
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
リ
ー
パ
ー
は
、
高
等
弁
務
官
が
実
質
的
に
大
使
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
と

同
時
に
、
若
手
の
二
人
の
大
学
卒
が
、
メ
ル
ボ
ル
ン
と
ロ
ン
ド
ン
に
一
人
ず
つ
勤
務
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
か
く
し
て
リ
チ
ャ
ー

ド
＝
ガ
―
デ
ィ
ナ
ー
＝
ケ
ー
シ
ー
が
二
四
年
に
英
外
務
省
付
の
豪
連
絡
事
務
官
（A

ustralian	Liaison	O
ffi

cer

（
と
し
て
ロ
ン
ド
ン

に
送
ら
れ
た
。
ま
た
政
治
学
博
士
号
を
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
取
得
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
＝
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
メ
ル
ボ
ル
ン
の
職
に
就
い
た
。

ブ
ル
ー
ス
の
首
相
在
職
期
間
を
通
し
て
ケ
ー
シ
ー
は
外
交
に
関
し
て
の
報
告
を
ブ
ル
ー
ス
に
送
り
続
け
た
。
自
治
領
相
の
レ
オ
ポ
ル

ド
＝
エ
イ
マ
リ
ー
は
、
ケ
ー
シ
ー
を
任
命
し
た
こ
と
で
ブ
ル
ー
ス
は
真
に
良
い
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
と
評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ケ
ー
シ
ー
は
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
レ
ー
ン
に
あ
る
内
閣
事
務
局
内
の
、
内
閣
お
よ
び
帝
国
防
衛
委
員
会
委
員
長
の
モ
ー
リ
ス
＝
ハ
ン

キ
ー
の
事
務
所
に
一
室
を
与
え
ら
れ
た
。
ブ
ル
ー
ス
は
、
進
展
中
の
問
題
に
つ
い
て
そ
れ
が
危
機
的
あ
る
い
は
決
定
的
段
階
に
達
す

る
前
に
0

0

、
ケ
ー
シ
ー
が
彼
に
そ
の
情
報
を
直
接
流
す
こ
と
で
高
等
弁
務
官
か
ら
の
情
報
を
補
完
す
る
こ
と
を
ケ
ー
シ
ー
に
期
待
し
た
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の
で
あ
る（（（
（

。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ブ
ル
ー
ス
は
「
補
完
」
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
生
々
し
い
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
ケ
ー
シ
ー
に
期

待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
英
外
務
省
発
着
の
電
信
、
至
急
便
が
ケ
ー
シ
ー
の
下
に
日
常
的
に
届
け
ら
れ
、
植
民
地
省
も
ま
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
す
る
す
べ
て
の

0

0

0

0

通
信
の
写
し
を
提
供
す
る
と
い
う
ほ
ど
の
緻
密
な
情
報
提
供
が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ケ
ー
シ
ー
は
ブ
ル
ー
ス
の
「
私
的
な
外
交
官
」
で
あ
る
と
ブ
ル
ー
ス
に
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
緊
密
な
関
係
が
両
者
の
間
に
構
築
さ
れ

た
。

　

一
九
二
五
年
の
初
め
に
エ
イ
マ
リ
ー
は
ブ
ル
ー
ス
と
の
対
話
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
自
治
領
政
府
間
の
頻
繁
で
親
密
な
人
的
コ
ン
タ
ク

ト
の
欠
如
を
話
題
に
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
外
国
政
府
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
常
に
個
人
的
で
親
密
な
も
の
で
あ
る
一
方
、

英
連
邦
諸
国
間
の
そ
れ
は
書
類
と
電
報
の
み
で
親
密
な
人
と
人
と
の
話
し
合
い
に
欠
け
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
れ
は
エ
イ
マ

リ
ー
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
式
の
連
絡
事
務
官
制
度
を
、
個
人
的
で
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
と
し
て
高
く
評
価
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
は
他
の
イ
ギ
リ
ス
指
導
層
の
自
治
領
寄
り
の
視
点
を
持
つ
者
も
共
有
す
る
評
価
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
植

民
地
省
幹
部
な
ど
は
自
治
領
諸
国
を
一
段
低
い
も
の
と
み
な
し
て
い
た
た
め
、
個
人
的
で
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
議
の

欠
如
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
不
問
に
付
す
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
連
絡
事
務
官
の
地
位
は
、
英
外
相
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

見
解
を
討
議
し
、
十
分
な
権
威
を
も
っ
て
ブ
ル
ー
ス
の
指
示
を
英
外
相
に
伝
え
る
に
足
る
地
位
に
は
程
遠
く
、
権
威
を
も
っ
て
ブ

ル
ー
ス
の
見
解
と
指
示
を
伝
達
す
る
こ
と
を
委
託
さ
れ
る
に
足
る
高
い
地
位
の
人
物
が
ロ
ン
ド
ン
に
駐
留
す
る
こ
と
で
帝
国
共
通
防

衛
外
交
政
策
に
対
す
る
自
治
領
の
真
の
統
制
が
実
現
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
自
治
領
の
見
解
の
正
し
い
理
解
が
可
能
と
な
る
、
と

の
見
方
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
エ
イ
マ
リ
ー
は
ブ
ル
ー
ス
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
世
論
が
自
治
領
省
の
創
設
を
歓
迎
す
る
か

否
か
と
訊
ね
る
と
ブ
ル
ー
ス
は
、「
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
提
案
で
あ
り
自
治
領
諸
国
は
『
植
民
地
』
と
い
う
言
葉
に
大
い
に
反

感
を
持
っ
て
お
り
、
植
民
地
省
を
通
じ
て
す
べ
て
の
対
外
交
渉
が
行
わ
れ
る
現
在
の
状
況
は
、
英
連
邦
の
結
束
に
対
し
敵
対
的
国
々

に
向
け
て
塩
を
送
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
答
え
、「
植
民
地
省
」
と
い
う
名
は
速
や
か
に
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
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ス
と
自
治
領
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
点
を
検
討
す
る
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
進
言
し
た
（
（（
（

。
そ
し
て
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
協
議
の
充
実
の
問
題
と
イ
ギ
リ
ス
の
防
衛
外
交
制
度
機
関
の
改
変
の
問
題
と
の
連
関
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
と
自
治
領
間
の
問
題
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
の
各
省
庁
間
の
競
合
関
係
が
、
自
治
領
の
見
解
と
よ
り
深
く
相
関
、
呼
応
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
帝
国
関
係
が
戦
前
、
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
自
治
領
に
対
す
る
片
務
的
戦
略
的
保
護
供

与
の
関
係
か
ら
、
政
治
的
相
互
同
盟
関
係
へ
と
変
貌
す
る
過
程
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
過
程
は
、
一
九

二
六
年
の
帝
国
会
議
お
け
る
帝
国
憲
法
の
改
正
問
題
に
お
い
て
外
務
省
と
新
設
の
自
治
領
省
が
個
別
の
憲
法
改
革
を
目
指
し
た
際
に
、

こ
と
ご
と
く
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
点
で
意
見
が
合
わ
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
憲
法
の
原
理
の
詳
細
に
わ
た
る
検
討
を
う
ま
く
回
避
す

る
た
め
に
自
治
領
に
対
し
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
限
界
と
そ
の
後

　

同
年
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
帝
国
間
関
係
委
員
会
に
お
い
て
英
外
相
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、
帝
国
軍
の
戦
略
、
戦
術
の
決
定
が
緊
急
を
要
す

る
時
、
協
議
に
時
間
を
要
し
そ
れ
が
力
と
な
ら
ず
危
険
を
伴
う
時
、
ま
た
紛
争
の
中
心
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
限
り
、
そ
し
て
帝
国

内
の
現
在
の
人
口
の
分
布
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
主
要
な
義
務
の
遂
行
に
際
し
帝
国
内
の
他
国
と
協
議
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
と
明
言
し
た
（
（（
（

。

　

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
の
制
定
決
定
後
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
限
界
を
帝
国
の
中
心

か
ら
露
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
同
会
議
で
の
「
自
治
領
の
高
等
弁
務
官
は
『
大
使
』
の
地
位
を
持
つ
べ
き
で
、
彼
を
通
し
て

協
議
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
行
わ
れ
る
べ
き
」、
と
い
う
ブ
ル
ー
ス
の
提
案
も
ま
た
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
全
員
に
よ
っ
て
反
対
さ

れ
た
。
か
く
し
て
、
権
威
を
も
っ
て
ブ
ル
ー
ス
の
見
解
と
指
示
を
伝
達
す
る
こ
と
を
委
託
さ
れ
る
に
足
る
高
い
地
位
の
人
物
が
ロ
ン
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ド
ン
に
駐
留
す
る
こ
と
で
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
に
対
す
る
自
治
領
に
よ
る
真
の
統
制
が
実
現
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
自

治
領
の
見
解
の
正
し
い
理
解
が
可
能
と
な
る
、
と
の
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
充
実
お
よ
び
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政

策
へ
の
自
治
領
の
よ
り
積
極
的
な
参
画
と
影
響
力
の
高
ま
り
に
関
す
る
期
待
は
、
自
治
領
の
帝
国
憲
政
上
の
地
位
が
高
ま
っ
た
段
階

で
も
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ブ
ル
ー
ス
自
身
が
、
一
九
三
三
年
か
ら
四
五
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
豪
高
等

弁
務
官
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
中
枢
部
で
ハ
ン
キ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
指
導
者
に
絶
大
な
信
頼
を
得
て
、
か
つ
帝
国

防
衛
外
交
政
策
に
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
意
見
を
具
申
し
、
最
後
に
チ
ャ
ー
チ
ル
に
疎
ん
じ
ら
れ
そ
の
影
響
力
を
低
下
さ
せ
る
に
至
る
ま

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た（（（
（

。
こ
れ
は
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
緊
密
化
が
豪
英
間
に
限

り
成
功
し
た
証
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
指
導
者
を
し
て
、「
カ
ナ
ダ
が
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
緊
密

な
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
を
知
っ
た
ら
さ
ぞ
羨
む
で
あ
ろ
う
」、
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
と
の
二
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
成
功
」
例
は
他
の
自
治
領
、
と
り
わ
け

カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
に
は
そ
の
効
果
は
波
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
た
め
帝
国
共
通
防
衛
外
交
政
策
が
全
く
機
能
し

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
英
連
邦
を
取
り
巻
く
第
一
次
大
戦
後
の
国
際
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
例
え
ば
国
際
連
盟
に
お
い
て
、
こ

と
さ
ら
英
連
邦
の
枠
組
み
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
各
構
成
国
が
独
自
の
行
動
で
自
身
の
国
益
を
追
求
し

た
結
果
、
帝
国
・
連
邦
の
政
策
枠
組
み
は
平
時
に
お
い
て
も
首
尾
よ
く
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
国
際
連
盟
が
帝
国
・

連
邦
の
協
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
事
実
上
機
能
す
る
こ
と
と
も
な
る
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
で
さ
え
明
確
に
予
測
し
た

よ
う
に
、
そ
の
後
の
戦
時
に
お
い
て
も
、
英
連
邦
諸
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
当
た
り
前
の
ご
と
く
一
致
団
結
し
て
戦
う
こ
と
に
な

る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
目
指
し
た
帝
国
の
帝
国
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
内
部
か
ら
の

0

0

0

0

0

緊
密
化
の
構
想
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
で
は
一
定
の
実
現
を
見
た
も
の
の
、
急
速
な
国
際
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
「
国
際
化
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
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帝
国
内
諸
国
間
の
多
国
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
協
議
の
改
善
に
は
貢
献
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
構
想
理
念
は
ブ

ル
ー
ス
か
ら
エ
ヴ
ァ
ッ
ト
へ
と
引
き
継
が
れ
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
連
合
、
日
本
占
領
政
策
を
め
ぐ
る
英
連
邦
外
交
の
要
と
し
て

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
交
の
充
実
期
へ
と
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。

（
1
（　M

eaney,	N
eville,	ʻBritishness	and	A

ustralian	Identity
—

T
he	Problem

	of	N
ationalism

	in	A
ustralian	H

istory	and	
H

istoriography
—

ʼ,	A
ustralian H

istorical Studies,	V
olum

e	（2,	num
ber	116,	A

pril	2001	(U
niversity	of	M

elbourne,	
2001),	p.79.

ネ
ヴ
ィ
ル
＝
メ
イ
ニ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、「
こ
の
謎
を
解
き
明
か
す
試
み
の
出
発
点

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
自
身
の
目
的
論
的
歴
史
観
、
す
な
わ
ち
、
独
立
統
治
国
家
に
お
い
て
最
も
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
の
歴
史
は
諸
民
族

に
よ
る
自
己
実
現
達
成
に
向
け
て
の
苦
闘
で
あ
る
と
い
う
歴
史
観
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
解
に
お
い

て
、
無
批
判
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
さ
ら
に
メ
イ
ニ
ー
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
人
間
社
会
に
お
け
る
固

有
も
し
く
は
内
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
自
己
主
張
を
否
定
し
、
逆
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
歴
史
的
に

偶
発
的
で
、
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
、
あ
る
「
民
族
」
に
関
す
る
思
想
な
い
し
神
話
で
あ
る
、
と
い
う
現
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
者

の
間
で
広
汎
に
合
意
に
至
っ
て
い
る
結
論
を
、
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
は
無
視
し
て
い
る
、
と
批
判
す

る
。
メ
イ
ニ
ー
は
こ
れ
を
「
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
想
像
性
」
と
呼
び
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
時
代
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
性
こ
そ

が
支
配
的
文
化
神
話
で
あ
り
人
々
が
意
義
を
見
出
す
社
会
的
思
想
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
性
は
母
国
イ
ギ
リ
ス
よ
り

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
よ
り
広
範
に
浸
透
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。

（
2
（　A
ndrew

s,	E.M
.,	W

riting on the W
all	(Sydney,	1987),	p.51.

（
（
（　

歴
史
家
ネ
ヴ
ィ
ル
＝
メ
イ
ニ
ー
（N

eville	M
eaney

（
は
、「
文
化
共
同
体
」
を
「
イ
ギ
リ
ス
へ
の
精
神
的
愛
着
」
と
説
明
し
、「
利

益
共
同
体
」
を
「
新
た
な
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
感
覚
」
と
呼
ん
で
い
る

（
4
（　H

asluck,	Paul,	T
he G

overnm
ent and the People 1939-1941, A

ustralia in the W
ar of 1939-45,	Series	4	

(Civil)	V
olum

e	O
ne	(Canberra,	1952),	p.49.

ハ
ス
ラ
ッ
ク
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
交
政
策
の
「
実
利
的
」
傾
向
を
、「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
自
身
の
自
治
領
と
し
て
の
地
位
を
誇
り
に
思
い
な
が
ら
も
、
帝
国
内
に
お
け
る
憲
法
の
発
展
の
結
果
を
検
討
す
る
こ
と
に
継
続
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し
た
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
も
し
放
っ
て
お
か
れ
た
な
ら
ば
地
位
と
憲
法
上
の
権
力
と
い
う

観
点
か
ら
自
己
を
表
現
し
た
か
ど
う
か
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
自
由
国
に
お
け
る
状
況
や
出
来
事
に
よ
っ
て
主
に
影
響
を
受
け
た
変
化
の
中
で
身
を
縮
め
て
い
た
。
特
徴
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
傾
向

は
、
定
義
を
避
け
政
治
的
に
利
す
る
こ
と
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
」、
と
説
明
し
て
い
る
。

（
5
（　

英
連
邦
結
成
前
後
に
お
い
て
は
、「
帝
国
」
と
「
連
邦
」
と
は
併
記
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
帝
国
か

ら
連
邦
へ
の
「
移
行
」
は
一
枚
岩
的
で
明
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
ま
た
自
治
領
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
等
の
移
住
植
民
地
と
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
直
轄
植
民
地
と
の
併
存
が
、
呼
称
の
並
立
を
必
要
と
し
た
側
面
も
あ
る
。

（
6
（　O

sm
ond,	W

arren	G.,	Frederic E
ggleston, A

n Intellectual in A
ustralian Politics	(Sydney	1985),	p.85;	Foster,	Leonie,	

H
igh H

opes, T
he M

en and M
otives of the A

ustralian R
ound T

able (M
elbourne	1986),	pp.8（-（4.

（
7
（　Great	Britain,	Parliam

entary D
ebates,	vol.	X

CIII,	Cols.	1790-1792,	17	M
ay	1917.

（
8
（　M

eaney,	op.cit.

メ
イ
ニ
ー
は
、「
イ
ギ
リ
ス
的
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ま
さ
に
絶
頂
の
時
期
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
イ

ギ
リ
ス
に
よ
る
帝
国
連
邦
の
提
案
を
拒
絶
し
、
替
わ
っ
て
自
身
の
連
邦
を
結
成
す
る
」
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
と
の
「
文
化
共
同
体
」
で
は
な

く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
間
の
「
利
益
共
同
体
」
を
選
択
し
た
。
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
益
を
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
従
属
さ
せ

る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。

（
9
（　H

olland,	R.F.,	Britain and Com
m

onw
ealth A

lliance 1918-39 (Cam
bridge,	1982).

ホ
ラ
ン
ド
は
本
書
に
お
い
て
「
同

盟
」（A

lliance

（
と
い
う
表
現
を
用
い
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
者
間
に
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
と
自
治
領
の
関

係
が
「
同
等
者
」
間
の
同
盟
へ
と
変
貌
し
た
と
い
う
視
座
が
第
一
次
大
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
の
構
想
に
起
因
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（
10
（　H

illm
er,	N

orm
an,	ʻT

he	Foreign	O
ffice,	the	D

om
inions	and	the	D

iplom
atic	U

nity	of	the	Em
pire,	1925-29ʼ,	in	

D
avid	D

ilks	(ed.),	R
etreat From

 Pow
er

—
Studies in Britainʼs Foreign Policy of the T

w
entieth Century

—
V

olum
e	O

ne	
1906-19（9	(London,	1981),	pp.69-74.

（
11
（　Great	Britain,	Parliam

entary D
ebates,	H

ouse	of	Com
m

ons,	1914	Session,	vol.	LIX
,	cols.	19（1-19（（,	17	M

arch	1914.

（
12
（　T

he Sydney M
orning H

erald,	26	M
arch	1914.

（
1（
（　

第
一
次
大
戦
の
終
結
に
伴
い
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
位
は
激
変
を
遂
げ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
安
全
保
障
の
要
で
あ
っ
た



471

ヒューズ、エグルストン、ブルースに見る豪ナショナリズムと帝国主義

イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
財
政
の
悪
化
と
国
際
的
軍
縮
の
気
運
に
伴
い
一
国
標
準
主
義
へ
と
そ
の
海
軍
力
を
落
と
す
こ
と
と
な

る
。
一
九
一
九
年
の
ジ
ェ
リ
コ
ー
報
告
書
に
基
づ
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
実
現
を
目
指
し
た
対
日
本
防
衛
の
柱
と
な
る
「
帝
国
太
平
洋
艦

隊
構
想
」
は
、
一
九
二
一
年
の
英
帝
国
会
議
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
軍
基
地
構
想
の
正
式
表
明
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
た
。

地
域
防
衛
、
帝
国
防
衛
の
両
方
に
力
点
を
置
き
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
近
海
、
地
中
海
で
の
防
衛
に
、
よ
り
重
点
を
置
く
こ
と
で
帝
国
防
衛

を
優
先
す
る
旨
の
発
言
が
イ
ギ
リ
ス
指
導
部
か
ら
発
せ
ら
れ
始
め
る
。
主
力
艦
隊
を
イ
ギ
リ
ス
近
海
、
地
中
海
に
常
駐
さ
せ
、
有
事
に
太

平
洋
に
派
遣
す
る
と
い
う
帝
国
海
軍
の
可
動
性
を
力
説
す
る
イ
ギ
リ
ス
指
導
層
の
発
言
は
、
太
平
洋
で
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
防
衛
力
の
脆

弱
性
を
暴
露
す
る
こ
と
と
な
る
。
帝
国
関
係
が
戦
前
、
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
自
治
領
に
対
す
る
片
務
的
戦
略
的
保
護
供
与
の
関
係
か

ら
、
政
治
的
相
互
同
盟
関
係
へ
と
変
貌
す
る
に
至
る
主
要
因
が
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
帝
国
防
衛
力
の
脆
弱
性
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
海
軍
基
地
政
策
の
着
手
に
よ
る
「
帝
国
太
平
洋
艦
隊
構
想
」
の
頓
挫
は
、
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
軍
事
力
が
他
の
列
強
の
そ
れ
と
の
比

較
で
相
対
的
に
低
下
し
た
こ
と
を
認
識
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
同
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
す
で
に
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
力
の
低
下
を
実
感

し
て
い
た
。
そ
の
低
下
を
補
う
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
自
治
領
を
含
め
た
帝
国
の
総
力
を
挙
げ
て
の
太
平
洋
防
衛
の
充
実
を
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
期
待
し
て
い
た
。

（
14
（　T

he A
rgus,	（1	M

arch	1914.

（
15
（　M

eaney,	A
ustralia and W

orld Crisis 1914-23
—

A
 H

istory of A
ustralian D

efence and Foreign Policy 1901-23: 
V

olum
e 2,	pp.467-（（（.

（
16
（　Foster,	Leonie,	op.cit.,	p.vii,	p.1（.

円
卓
会
議
は
植
民
地
相
ミ
ル
ナ
ー
と
ジ
ョ
セ
フ
＝
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
そ
の
思
想
的
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
し
て
設
立
さ
れ
た
帝
国
主
義
同
盟
で
設
立
当
初
は
帝
国
連
邦
（Im

perial	Federation

（
を
目
指
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
見
解

は
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
様
々
な
方
策
に
よ
る
当
面
の
帝
国
内
協
力
の
努
力
が
、
結
局
は
そ
の
不
十
分
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

「
有
機
的
連
合
」
の
み
が
帝
国
問
題
の
究
極
の
解
決
法
で
あ
る
と
最
終
的
に
は
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
、
帝
国

防
衛
外
交
政
策
の
決
定
過
程
に
お
い
て
発
言
権
を
持
つ
こ
と
な
し
に
は
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ

リ
カ
の
自
治
領
諸
国
は
国
家
と
し
て
の
十
全
な
地
位
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
の
確
信
を
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
設
立
時
か
ら
共
有
し
て

い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
当
会
議
は
設
立
時
か
ら
帝
国
主
義
と
自
治
領
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
双
方
を
包
摂
し
て
い
た
と
言
え
る
。

（
17
（　M

eaney,	A
ustralia and W

orld Crisis,	p.478.	
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（
18
（　O

sm
ond,	op.cit.,	p.85.

（
19
（　Ibid.,	pp.101,	105-6.

（
20
（　M

eaney,	A
ustralia and the W

orld
—

A
 D

ocum
entary H

istory From
 the 1870s to the 1970s

—
(M

elbourne	1985),	
p.22.

（
21
（　N

eidpath,	Jam
es,	T

he Singapore N
aval Base and the D

efence of Britainʼs E
astern E

m
pire 1919-1941	(O

xford,	
1981),	pp.（1-（2.

（
22
（　Ibid.,	p.49.

（
2（
（　Ibid.,	p.45.

（
24
（　M

eany,	A
ustralia and W

orld Crisis,	p.469.

（
25
（　Ibid.,	pp.469-（70.

（
26
（　N

eidpath,	op.cit.,	pp.10,	22,	（1-（2.

（
27
（　M

eaney,	A
ustralia and W

orld Crisis,	p.470.

（
28
（　H

olland,	op.cit.,	p.16.

一
九
二
二
年
九
月
に
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
中
立
地
帯
を
守
備
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ャ
ナ
ク
駐

留
軍
が
ケ
マ
ル
＝
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
ト
ル
コ
軍
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
事
件
。
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
＝
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

前
者
に
つ
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
指
導
者
ヴ
ェ
ニ
ゼ
ロ
ス
と
の
友
好
関
係
お
よ
び
東
地
中
海
で
の
ギ
リ
シ
ャ
の
新
し
い
覇
権
と
い
う
彼
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
思
想
ゆ
え
に
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
五
年
の
ガ
リ
ポ
リ
の
戦
闘
は
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
い
決
意
か
ら
、
彼
ら
は
ガ
リ
ポ
リ
の
墓
地
を
守
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
玄
関
口
の
ト
ル
コ
反
乱
軍
を
打
破
す

る
べ
く
、
偉
大
な
帝
国
遠
征
軍
を
送
る
と
い
う
新
奇
な
や
り
方
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。

（
29
（　Cablegram

,	W
.M

.	H
ughes,	Prim

e	M
inister,	to	D

avid	Lloyd	George,	British	Prim
e	M

inister,	in	Letter,	O
ffi

cial	
Secretary	to	Governor-General	to	Secretary,	Prim

e	M
inisterʼs	D

epartm
ent,	20	Septem

ber,	1922,	A
A

	(A
ustralian	

A
rchives),	CP78/（2,	item

	1922-192（;	see	also	Cable	(Secret),	W
.M

.	H
ughes,	Prim

e	M
inister,	to	D

avid	Lloyd	George,	
British	prim

e	M
inister,	20	Septem

ber	1922,	PRO
,	C.O

.,	886/10,	Confidential	Print,	D
om

inion	N
o.87.

（
（0
（　M

eaney,	A
ustralia and the W
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